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この度皆様により快適に製品をお使い頂くに当たり、特に粉体吸込み作業時のお取扱いにつきま

して｢粉体吸込み作業時の注意｣をまとめましたので、保守・整備の参考にして頂きたく存じます。 

 

 

 

☆粉体吸込み作業時の注意 

  

１．エンジン回転数をなるべく下げて作業してください。 

   

２．ホッパ内の吸込み物を排出するときは、同時にサイクロン内を清掃してください。 

 

３．作業中ブロワドレンコックを時々(３０分に１回程度) 開けて、ブロワ内部のゴミを排出さ

せてください。 

 

４．粉体吸込み作業の場合、オーバーフローシャッタが働かない為、オーバーフローに注意し

てください。 

   （粉体吸込み作業を行う場合は、オプションのレベルセンサの取り付けをお勧めしま

す。） 

 

５．サイレンサーの水が汚れたら、早めに交換してください。汚れがひどい場合ブロ 

  ワシールが早期摩耗する場合があります。 

 

６．作業が終了したら直ちに各部の洗浄を行ってください。 

   （４－１０ 作業終了後の取扱い参照願います。） 

 

７．頻繁に粉体吸込み作業を行う場合は下記オプションの取付けをお勧めします。 

   ①サイクロン粉体装置取付け。 

   ②ブロワ上部吸込みパイプ・サイクロン上部に洗浄用点検口の取付け。 

   ③ブロワ上部吸込みパイプ洗浄用ホース配管の取付け。 

 

【注意】セメント粉の吸込みはブロワ吸込み口の水に付着して凝固し閉塞する危険性が有る

為、行わないでください。 
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